
よくあるご質問にお答えします 
 

(2009/10/30 現在) 
 
 
質問１．ＡＩＧエジソン生命の株式譲渡交渉が中止になったと報道されたが事実なのか。 
     なぜ売却交渉が中止になったのか、また今後、株式が売却される可能性はあるのか。 

お答え 
2009 年 10 月 30 日（金）、米国ＡＩＧ本社（AIG, Inc.）は昨年 10 月に発表した弊社株式譲渡

計画を変更し、当社の株式を引続き保有することを発表しました。 
 
AIG, Inc.の発表によりますと、今年 8 月に AIG, Inc.の社長兼 CEO に就任したロバート・H・

ベンモシェのもとで、AIG, Inc.が受けている公的支援の現況や、世界的な金融市場の状況を

踏まえ、当初の株式譲渡計画の現時点における妥当性を改めて検証した結果、日本市場に

おける当社の営業力やサービスの品質が高く評価され、AIG グループの傘下で当社ビジネ

スのさらなる成長を図ることが AIG 全体としての企業価値向上につながるとの結論に達し、

当社株式の継続保有が決定されました。 
 
なお、将来的な売却可能性等につきましては、当社はお答えする立場にはございません。 
 
 
 
質問２．株主が AIG のままだが、私の（エジソン生命の）保険契約は大丈夫か。 

お答え 
米国 AIG 本社（AIG, Inc.）は当社の発行する全株式を実質的に保有する親会社でありますが、

当社と AIG, Inc.とは完全に独立した別法人でありますので、株式譲渡の有無が日本における

保険事業免許に基づき経営をしている当社の生命保険事業に影響を及ぼすことはございま

せん。従いまして、お客様の保険契約につきましても影響はございませんので、ご安心い

ただきますようお願い申し上げます。 
 
 
 
質問３．株主である米国 AIG 本社（AIG Inc.）の財務状況は大丈夫なのか。 

お答え 
AIG, Inc. の 2009 年度第 2 四半期においては、7 四半期ぶりに最終損益 18.2 億ドルの純利益

を計上いたしました。また AIG, Inc.が公的援助を受ける要因となった金融サービス部門にお

けるデリバティブ取引についても、契約の解消が進んでおり、流動性の問題を抱えていた

昨年 9 月に置かれていた状況とは明らかに異なります。 
 
AIG, Inc.は現在、米国財務省およびニューヨーク連邦準備銀行からの公的支援を受けていま

す。支援枠そのものは上限で 1,823 億ドルですが、現時点の支援実行額は 1,207 億ドルとな

っており、必要に応じて残りの支援を受けることが可能です。 
なおこのうち、AIG, Inc.からの必要返済額は 836 億ドルです。 
 
（公的支援に関する数字は 2009 年 10 月 1 日の AIG 発表資料によるものです。） 


